
な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
史
料
調
査
室
の
諸
氏
か
ら
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

松
本
啓
子

「山
之
内
遺
跡
の
ま
じ
な
い
札
」
（∽
大
阪
市
文
化
財
協
会

『葦
火
』

〓
〓
一　
一
九
九

一
年
）

（松
本
啓
子
）

大阪
。腿
囀
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５６

所
在
地
　
　
　
大
阪
市
生
野
区
勝
山
北
三
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）

一
〇
月
を

一
一
月

発
掘
機
関
　
　
②
大
阪
市
文
化
財
協
会

調
査
担
当
者
　
高
井
健
司

・
松
本
百
合
子

遺
跡
の
種
類
　
遺
物
包
蔵
地

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
を
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

勝
山
遺
跡
は
、
大
阪
平
野
を
南
北
に
延
び
る
上
町
台
地
の
東
縁
に
あ
り
、
御

勝
出
古
墳
の
北
方
に
位
置
す
る
。
御
勝
山
古
墳
で
は
、
周
濠

・
造
出
し

。
葺
石

・
埴
輪
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

築
造
年
代
は
五
世
紀
前
半
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
坂
夏
の

陣
の
際
に
徳
川
秀
忠
が
岡
山
本

陣
を
構
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
、
当
時
の
堀
割
も
、
古
墳

の
西
側
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。

調
査
は
古
墳
に
関
連
す
る
遺

構
の
存
在
を
予
想
し
、
後
円
部
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1990年出上の木簡

に
向
か
っ
て
九
ｍ
×
一
七
ｍ
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
調
査
の
結
果
、
岡
山

本
陣
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
近
世
の
深
い
堀
割
、
中
世
に
掘
削
さ
れ
た
溝

（木

簡
出
土
）、
奈
良
時
代
の
耕
作
痕
跡
、
さ
ら
に
最
下
層
で
は
粟
津
Ｓ
ｚ
式
上
器
を

含
ん
だ
縄
文
時
代
の
流
路
が
見
つ
か
っ
た
。
遺
物
も
、
埴
輪

・
須
恵
器

・
土
師

器

・
瓦
器
な
ど
が
出
土
し
た
が
、
古
墳
に
直
接
関
わ
る
遺
構
は
検
出
で
き
な
か

っ
た
。

木
簡
が
出
上
し
た
溝
は
、
ト
レ
ン
チ
内
で
ほ
ぼ
東
西
方
向
に
流
れ
て
お
り
、

検
出
部
の
幅
は
約
三

・
四
ｍ
、
深
さ
は
約

一
。
五
ｍ
、
横
断
面
は
ｖ
宇
形
で
あ

る
。
溝
内
は
、
細
粒
砂

・
ツ
ル
ト

・
粘
土
か
ら
な
る
水
成
層
が
堆
積
し
て
お
り
、

か
つ
て
水
が
流
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
木
簡
は
、
底
に
近
い
部
分
の

砂
と
粘
上
の
境
で
見
つ
か
っ
た
。
周
辺
の
堆
積
上
の
状
況
か
ら
、
他
所
か
ら
流

れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
瓦
質
羽
釜

・
白
磁
椀

・
須
恵
器

・

土
師
器

・
埴
輪
が
少
量
出
上
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
菩
薩
次
〔酔
鮮
佛
号
回
浄
身
多
陀
阿
伽
度
阿
羅
」

∞
Φ
∞
×
∞
ド
×
Φ
～
　
Φ
μ
μ

非
常
に
薄
い
柾
目
の
板
材
を
用
い
、
先
端
を
わ
ず
か
に
山
形
に
切
り
取

っ
て

い
る
。
文
字
に
若
千
の
異
同
は
あ
る
が
、
『
妙
法
蓮
華
経
』

序
品
第

一
の
一
句

を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
八
宇
日
の

「
日
」
を

「
回
」
と
し
て
い
る
。

『
法
華
経
』
の
柿
板
材
書
写
は
、
平
安
時
代
以
降
に
貴
族
の
間
で
流
行
し
、
水

辺
に
流
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。
本
例
も
、
そ
う
し
た

一
例
と
い
え
る
か
も
し
れ

な
い
。

な
お
、
釈
読
に
は
鳥
居
信
子
氏
の
協
力
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

松
本
百
合
子

「
は
じ
め
ま
し
て
勝
山
遺
跡
で
す
」
（働
大
阪
市
文
化
財
協
会

『
葦

火
』
三
一
　

一
九
九
一
年
）

（松
本
百
合
子
）




